

平成２７年６月２４日
平成２７年度第１回社会教育委員会議資料
柏市教育委員会生涯学習部

教育委員会事務局

平成２７年度生涯学習部各課・館・所主要事務事業概要
（教育総務課）
	事　業　名
	事 　　　　　業 　　　　　概　　　　 　要
	事業実施目的

	(総務企画担当)
	
	

	１　教育委員会議

運営業務
	教育委員会議開催に関する運営業務。


	円滑な組織運営を行うため

	２　秘書業務
	教育委員及び教育長に係る秘書業務。
	

	３　柏市教育振興計画業務
	柏市教育振興計画の総括業務。


	

	４　教育行政重点化方針策定 及び 点検・評価関係業務
	・教育行政重点化方針の策定に係る総括業務。

・教育行政の点検及び評価の総括業務。


	

	(人事給与担当)
	
	

	５　人事給与業務
	・教育委員会の職員の任免・給与その他人事関係業務。
・教育委員会の職員の服務，研修及び福利厚生関係業務。
	円滑な組織運営を行うため

	６　組織定員業務
	・組織の調整及び総括業務。

・教育委員会の定員管理の総括業務。
	


平成２７年度生涯学習部各課・館・所主要事務事業概要
（生涯学習課）

	事　業　名
	事　　　　　業　　　　　概　　　　　要
	事業実施目的

	（企画総務担当）
	
	

	１　柏市生涯学習推進計画の策定について
	平成２５年４月に再改訂した第２次生涯学習推進計画が，平成２７年度で最終年となるため，平成２８年４月以降の生涯学習施策の方向性を示す，（仮称）第３次生涯学習推進計画を策定する。
	生涯学習推進体制の充実

	２　かしわ地域　学びの事業者連絡会の開催
	市内事業者と生涯学習情報を共有することにより，市民に幅広い学習情報等を提供できる環境を図る。


	

	３　「みんなの子育て広場」の実施

	　家庭教育に関する情報収集，企画，相談，ＰＲ，学校派遣業務を担うため，専門知識を持った「生涯学習専門アドバイザー」を生涯学習課に配置。併せて，コーディネータを各校に派遣することにより，学校・家庭・地域が連携し，学校等の施設を利用し，保護者や地域の方々が学習会や懇談，子育て相談などができる場の運営を支援する。
	家庭教育の支援

	４　家庭教育推進団体等支援事業
	小・中・高ＰＴＡ，幼稚園・保育園・子どもルームの保護者会等，また，かしわ地域学びの事業者連絡会加入の企業を対象に，家庭教育に関する講演会等の講師謝礼について支援を行う。
	

	５　社会教育関係団体支援
	・社会教育関係団体の事業や運営に対して，団体の自立性を損なわない範囲で助言を含めて支援する。

・家庭教育支援について連携した取り組みを行う。
	社会教育関係団体支援

	６　社会教育委員会議の開催
	・「現代的課題における社会教育施設の役割」を協議事項とし，柏市教育委員会に提言する。
・東葛飾地区社会教育振興大会，千葉県社会教育振興大会，東葛飾地区社会教育連絡協議会への参加。
	市民の意見の社会教育行政への反映

	７　生涯学習情報提供システムの管理，運用
	市及び民間を含む生涯学習関係団体が主催する生涯学習機会情報等やその他の情報をインターネットにより提供するシステムの管理，運用を行う。
	市民の生涯学習活動の支援

	８　生涯学習ボランティアシステムの運用
	生涯学習ボランティア登録者名簿作成及び「らんらんかしわ」にて情報提供することで，市民の学習活動の支援促進を図る。
	

	９　生涯学習まちづくり出前講座の実施
	市民の要望に応じて市職員等が講師として出向き，市の事業や施策等について市民に説明し理解を得る活動を通じて，市民と行政が一体となったまちづくりを推進する。
	

	(放課後子ども教室担当)
	
	

	１０　放課後子ども教室の実施
	・放課後や週末等に小学校の余裕教室等を利用して，子ども達の安全・安心な活動拠点を設け，地域の方々等の協力を得て実施する。

・ステップアップ教室（市内２９小学校）。

・土曜講座６小学校と青少年センターにて実施。
	放課後の子どもの居場所づくりと学びの場

	（青少年育成担当）
	
	

	１１　新成人のつどいの実施
	・新成人の代表から組織した実行委員会を設けて企画・運営にあたる。
・１月の第二月曜日(成人の日)に３回にわけて開催する。
	新成人の祝い，励まし

	１２　青少年関係団体の支援
	青少年関係団体の育成指導及び活動の支援を行い青少年の健全育成を図る。
	青少年団体の育成と相互連携

	１３　青少年健全育成推進大会の開催
	青少年の善行や「青少年の声」作文表彰を行い，青少年の健全育成に対する意識の高揚を深め，今後の活動の推進を図る。
	青少年の健全育成の推進


	１４　青少年センターの運営
	青少年及び青少年団体の研修や野外活動の拠点としての場を提供するとともに教職員研修等の場としての利用を図る。
	


平成２７年度生涯学習部各課・館・所主要事務事業概要
（文化課）

	事　業　名
	事 　　　　　業 　　　　　概　　　　 　要
	事業実施目的

	（文化担当）
	
	

	１　文化振興事業の展開
	・芸能鑑賞会，文化祭の開催。　

・中学校音楽鑑賞教室の開催。
・かしわ塾の開催。

・アフタヌーンコンサートの開催。
・美術品等の維持管理と活用。


	市民に発表や鑑賞の機会を提供することで芸術文化の振興を図る

	２　芸術文化活動の支援
	・柏市文化連盟や柏ユネスコ協会の活動支援。　

・芸術文化行事に対する共催及び後援と補助金の交付。　

・文化振興等に関する寄付の受け入れ，活用検討。　
	芸術文化関係団体の活動を支援することで芸術文化の振興を図る



	３　市民ギャラリーの管理運営及び施設整備
	柏市民ギャラリーの施設維持と市民団体への貸出し，受付業務をする。
	作品発表の場を提供し芸術文化の振興に寄与する



	（文化財担当）
	
	

	４　文化財の保護・

　　普及・活用
	・市内に所在する文化財の調査・研究や普及・活用。

・開発により失われる埋蔵文化財（遺跡）の記録による保存（発掘調査）。

・市の所有する文化財の管理と指定文化財の管理者や民俗芸能団体への補助。
	文化財の普及と市域の歴史の解明及び文化財を後世に残し伝えていく



	５　郷土資料展示室の管理及び運営
	日ごろ目に触れることの少ない歴史資料や考古資料などの実物を展示し，市域の歴史や文化財を紹介するとともに，市所有の美術品等を公開する。
	郷土の歴史や文化財への理解を深めるとともに，美術工芸に対する関心にも応える



	（市史編さん担当）
	
	

	６　柏市史の刊行


	市史刊行計画に基づき，「柏市史　原始古代中世考古資料」を刊行する。
	郷土への理解を深める

	７　史料の保存と活用
	・市史編さん事業の過程で収集した古文書史料を分類整理し，「郷土資料展示室」などで市民への展示閲覧等を図る。

・これらの整理作業には市民ボランティアを積極的に活用し，市民参加・参画の機会拡大を図る。


	郷土の歴史史料を後世に伝え，公開する

	８　市史啓発活動


	市史講演会・歴史散歩・市民が主催する講座への講師派遣。
	市史を通して市民の愛郷心の昂揚を図る




平成２７年度生涯学習部各課・館・所主要事務事業概要
（スポーツ課）

	事　業　名
	事 　　　　　業 　　　　　概　　　　 　要
	事業実施目的

	（推進担当）
	
	

	１　柏市スポーツ推進審議会に関すること
	スポーツ推進に関する重要事項についての審議。
	スポーツの推進

	２　市民のスポーツ活動の普及及び奨励に関すること
	・各種スポーツ教室の企画・運営。
・スポーツ指導者の育成。

・民間スポーツクラブの活用。

・大会成績優秀者の顕彰や全国大会に出場する選手を奨励（スポーツ顕彰，全国大会等出場奨励金）。
	市民スポーツ活動の推進

	３　スポーツ関係団体の支援に関すること
	各種スポーツ関係団体（体育協会，家庭婦人スポーツ協会，スポーツ少年団，生涯スポーツ団体，総合型地域スポーツクラブ）の自立支援。
	相談，指導，助言

	４　各種大会及び競技会に関すること
	手賀沼エコマラソン，新春マラソンの開催や，市民体育大会，県民体育大会等の支援。
	競技，市民スポーツの推進

	５　スポーツ推進委員に関すること


	・スポーツ推進委員協議会の運営等に関する支援。

・スポーツ推進委員協議会が行う行事への支援。
	地域スポーツの推進

	６　学校施設の開放事業（運動場，体育館，武道場及びプールに係るものに限る）に関すること
	市立小中学校の運動場，体育館，武道場及びプールと高等学校の体育館を市民のスポーツ活動拠点として開放。
（開放施設）

・運動場：小学校４２校

・体育館：小学校４２校，中学校２０校，高等学校１校

・武道場：中学校２０校

・プール：小学校　６校
	市民スポーツ活動拠点の提供

	（施設担当）
	
	

	７　スポーツ施設の整備及び管理に関すること
	・市民が安全で安心して利用できるスポーツ施設とするために，各施設の改修工事等を実施。
・指定管理者の管理するスポーツ施設（２１か所）について，市民サービスの向上と効率的，効果的な管理運営を図るために，指定管理者への適正な指示等の監督。

・柏市運動広場等（８か所）の管理運営。
	スポーツ施設の整備，管理，提供


教育機関

平成２７年度生涯学習部各課・館・所主要事務事業概要
（中央公民館）

	事　業　名
	事 　　　　　業 　　　　　概　　　　 　要
	事業実施目的

	（管理担当）
	
	

	１　公民館の管理運営
	教育福祉会館の耐震補強改修工事計画に基づき，平成２８年度からの実施設計業務委託料の予算要求を行う。利用者が安全に安心して利用できるよう施設・設備の小規模な改修・修繕等を行う。
	快適に利用できるよう施設を改修する

	２　公民館の使用許可に関すること


	快適な利用環境を整えるため，無断キャンセルへの対応や音出し利用の可能な部屋を制限するなどの利用上の問題点の解決のため，内規を整備し利用者への周知を図る。
	システム利用者の公平性の確保と利便性を向上させる

	（事業担当）
	
	

	３　現代課題講座・市民自主企画講座の開催
	　地域活動や生涯学習活動を行う団体との連携を図った現代課題講座の実施や市民グループ等からの提案型講座として市民自主企画講座を実施する。
	市民の抱えている様々な問題の課題解決と地域学習活動の活性化を図る

	４　各種講座の開催
	地域づくりへの参画支援や学習機会の提供を目的に，世代に応じた講座を企画・開催する。

これらの講座以外に，平成２７年度は，地域に出向いて行う，いわゆるデリバリー型の講座を，近隣センター等を会場に企画・実施する。
	学習意欲の高揚や交流を通して，活力ある地域振興を図る。

	５　各種パソコン講座の開催
	従来のパソコンにふれるきっかけ作りの講座やスキルアップの講座以外に，パソコンボランティア団体が企画した地域づくりへの参画を支援するためのＩＴ学習（パソコン講座）を実施する。
	情報格差の解消及び市民活動の支援

	６　公民館フェスティバルの開催
	公民館利用団体の学習成果の発表の場として，利用者による実行委員会を組織し，中央公民館フェスティバルを開催する。
	利用者同士や地域住民との交流枝を図り，地位活動の活性化を目指す。

	７　公民館運営審議会の開催
	有識者や各団体の代表者等から選任された審議会委員により，審議会を開催し，委員の意見を公民館事業・管理運営等に反映させる。
	各種事業の実施や管理運営について審議する


平成２７年度生涯学習部各課・館・所主要事務事業概要
（沼南公民館）

	事　業　名
	事 　　　　　業 　　　　　概　　　　 　要
	事業実施目的

	（管理担当）
	
	

	１　公民館の管理運営
	築３０年以上経過した施設であることから，随時修繕を行い，利用者が安全で快適に使用できるよう努める。


	学習の場にふさわしい安全で利用しやすい施設をめざす

	２　公民館の使用許可に関すること
	「公民館施設予約システム」の稼動開始により利用者の利便性が高まり，利用者数も増加してきている。今後も大ホールをはじめ各会議室等の稼動率が上がるよう努める。
	効率的な施設貸出と市民サービスの向上を図る

	（事業担当）
	
	

	３　各種講座の開催
	各種講座を年齢層に合わせて開講することにより，住民が学び，健康で心豊かな地域づくりを目指す。個々の課題や要望など生活に密着した形で企画運営をすることにより事業効果を高められるように努める。また広報および展示活動を推進し参加への意欲の向上に努める。
	学習の場の提供と共に参加意欲の向上を図る

	４　総合教育の充実
	生涯学習社会の実現に向け，子どもから高齢者まで，世代間の交流がなされる事業として「オープンカレッジ」等を開催する。「公民館まつり」は実行委員会形式で５月２４日・５月２９日から３１日の４日間開催され合計３，３１８人の来館者を数えた。日頃の活動発表と体験教室を通じて公民館利用者の増加とサークル活動の活性化を目指すとともに公民館利用団体相互の連携及び地域住民との交流を図る。
	生涯学習活動の場の拠点づくりを図る

	５　団体・グループ
育成事業
	公民館で学習活動を展開しているサークル・団体に対し，公民館におけるサークル活動のあり方やリーダーとしての役割などを学ぶ「サークルリーダー研修会」及び公民館利用団体の交流を図り相互理解を深める「利用者懇談会」を開催する。
	今後の活動に活かされ地域等に還元されることを目的とする

	６　公民館運営審議会の開催
	有識者や各団体の代表者等から選任された審議会委員により，審議会を開催し，委員の意見を公民館事業・管理運営等に反映させる。
	各種事業の実施や管理運営について審議する


平成２７年度生涯学習部各課・館・所主要事務事業概要
（少年補導センター）

	事　業　名
	事 　　　　　業 　　　　　概　　　　 　要
	事業実施目的

	（少年補導センター担当）
	
	

	１　補導活動
	柏駅周辺を巡回する街頭補導を行い，怠学や喫煙の青少年に声をかける。

中学校区毎に巡回する地区補導を行い，深夜徘徊の青少年に声をかける。

中学校体育祭や卒業式の開催時に特別補導を行い，行事が円滑に行われるよう警戒する。

サイバーパトロールを行い，ネット上の児童生徒の誹謗中傷や個人情報暴露を監視する。
	非行防止

	２　相談活動
	やまびこ電話柏で，専任の電話相談員が青少年からの電話相談に答える。

いじめｅメール相談で，専任のメール相談員が青少年からのいじめ相談を受け付け，学校に連絡し，学校に解決の助言指導を行う。

少年相談で，指導主事が保護者からの電話や来所の相談に答える。

生徒指導巡回相談で，指導主事が各中学校教員に対応の助言指導を行う。
	悩み解決支援

	３　啓発活動
	　ネットモラルや危険ドラッグについて，青少年，保護者，教員等を対象に講演を行う。
	情報提供

	４　環境浄化活動
	有害環境から青少年を保護する法令が順守されているか，成人図書配架販売，ゲームセンター深夜入店，煙草販売等について店舗を調査する。
	非行防止

	５　任意団体支援
	青少年健全育成活動を自主的に行う任意団体である，少年補導委員連絡協議会や学校警察連絡協議会の事務局を担う。
	青少年健全育成活動促進


　

平成２７年度生涯学習部各課・館・所主要事務事業概要　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図書館）

	事　業　名
	事 　　　　　　業 　　　　　　概 　　　　　　要
	事業実施の目的

	１　読書活動推進事業
	図書館資料の整備・充実を図るとともに，図書館まつり，各種講座・講演会及び図書館ホームページ等を通じ，市民全体での読書活動等の普及と図書館事業のＰＲを行う。特に，子どもの読書活動については，子ども読書活動推進計画（第二次）に沿って，乳幼児向け各種講座・講演会等を開催する。
	市民全体を対象とした読書活動の推進

図書館事業のＰＲ等

	２　未就学児童の読書活動推進事業
	子育て・ボランティア支援機能を持ち，乳幼児とその保護者の読書活動支援機能を有する「こども図書館」事業の充実を図る。「子ども読書推進計画（第二次）」に沿って，新規来館者増を目的とした行事ボランティアによる各種イベント，子育て関連部署との連携事業及び市内全体での読み聞かせボランティア養成・育成講座を開催する。
	子どもの読書環境整備の充実　　　　　　　　　　　　

子育て支援事業の強化

読み聞かせボランティア育成強化

	３　分館事業
	分館における図書館サービスの向上を図るため，臨時職員に対する研修を充実させる等，分館サービスの向上を図る。
	本館からの支援強化

臨時職員への研修強化

サービス向上

	４　学校図書館支援事業
	学校図書館への図書流通システム支援，小・中学生の職場体験学習の受入れ，指導課・市内高等学校連携事業（子ども司書会議，ビブリオバトル等）を行うことにより，学校図書館への支援強化を図る。
	学校図書館支援強化

子ども読書活動推進

学校図書館との連携強化

	５　大学図書館との連携推進事業
	　市内４大学図書館と定例的な意見交換会を開催，大学図書館の市民開放のＰＲに努めるとともに，合同企画展・講演会の開催・バス見学ツアー・ビブリオバトル等を行うことにより，市立図書館・大学図書館との連携強化を図る。
	大学図書館市民開放のＰＲ等

	６　図書館協議会の開催
	　今後の図書館運営体制の見直し及び図書館サービス等の充実について協議していく。
	図書館サービス等の充実

	７　課題解決支援型事業
	　市民自身や地域の課題解決を支援するために，テーマ別資料コーナーや展示コーナーの充実を図るとともに，すでに設置しているシニアライフ応援コーナー，緩和ケアを知る１００冊コーナー及び闘病記文庫を引き続きＰＲしていく。また，利用者が求めている情報を迅速・的確に提供することができるよう，職員のレファレンス研修を行う。

　各種行政課題解決支援事業及び地域アーカイブ事業については，郷土資料のデジタル化に取り組むとともに，関係部署との連携強化，地域歴史講座等の企画及び郷土資料作成の支援等を継続して行っていく。
	市民の自立支援

行政課題解決支援

職員のレファレンス能力の向上
地域アーカイブ事業支援

	８　ブックスタート事業
	ブックスタートボランティアの継続的な養成・育成を行うとともに，地域健康づくり課・子育て支援課との連携を図る。保護者への１歳児半健診前（両親学級等）の読み聞かせＰＲを図る。
	ボランティア育成

保護者へのＰＲ充実

	９　地域情報拠点推進事業
	商用データベース（聞蔵・日経テレコン２１）の導入に伴い，ビジネス情報の充実，地域資料（チラシ，地域新聞等）の積極的な収集・保存・提供に努めていく。
	地域情報の収集・保存・提供の充実

	１０　図書館の管理・運営事業
	　今年度は，図書館システムの更新を行うことにより，利用者の利便性の向上を図る。また，施設に関しては，次年度以降に予定される本館防水・外壁塗装工事に係る委託設計を行うとともに，優先順位を決めて修繕を行っていく。
	施設整備による図書館サービスの充実

	１１　図書館サービス推進事業
	　本館・分館を含めた図書館の今後のあり方について検討，方向性を提示する。

　特に，地域と分館業務の調査分析を行い，地域の特性に応じた各分館の特色化について検討を進める。
	今後の図書館のあり方の検討・方向性提示


資料 ４
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